
４
月
の
都
市
計
画
審
議
会
で
継
続

審
議
と
な
っ
た
地
区
計
画
の
改
定
に

関
す
る
説
明
会
が
７
月
５
日
、
志
津

南
市
民
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
＝
写
真
＝

さ
る
１
月

26
日
、

27
日
に
開
催

し
た
説
明
会
に
欠
席
し
同
意
書
の
提

出
が
な
か
っ
た
２
０
８
人
を
対
象
に

開
い
た
も
の
で
、

18
人
が
出
席
、

市
か
ら
改
め
て
同
計
画
の
趣
旨
と
必

要
性
を
説
明
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
対

し
、
出
席
者
か
ら
は
「
計
画
策
定
時

に
は
な
か
っ
た
『
角
地
緩
和
』
規
制

が
今
回
提
案
さ
れ
た
理
由
」
「
改
定

手
続
き
」
な
ど
に
つ
い
て
意
見
や
質

問
が
出
さ
れ
、
熱
の
こ
も
っ
た
論
議

が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

町
並
み
保
存
委
員
会
、

自
治
連
合
会
が
良
好
な
町

並
み
を
維
持
保
存
し
て
い

く
た
め
に
昨
年
度
か
ら
取

り
組
ん
で
い
る
地
区
計
画

の
一
部
改
定
は
現
在
、
草

津
市
に
お
い
て
改
定
手
続

き
中
で
、
手
続
き
の
主
体

は
す
で
に
市
に
移
っ
て
お

り
、
今
回
の
説
明
会
は
都

市
計
画
課
主
催
、
町
並
み

保
存
委
員
会
、
自
治
連
合
会
協
力
と

い
う
形
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
計
画
の
改
定
に
つ
い
て
は
、
住

民
み
な
さ
ん
に
改
定
趣
旨
を
文
書
に

し
て
配
布
し
、
ご
理
解
ご
協
力
を
お

願
い
す
る
と
と
も
に
、
ご
意
見
を
お

伺
い
し
な
が
ら
進
め
て
き
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
改
定
に
反
対
の
若
干
名

の
方
の
ご
意
見
・
要
望
を
尊
重
、
１

月
に
上
記
説
明
会
を
開
催
し
、
全
地

権
者
の

75
㌫
以
上
の
賛
同
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
市
都
市
計
画
課
で

改
定
手
続
き
を
進
め
る
中
で
、
若
干

の
方
が
改
定
の
過
程
に
異
議
が
あ
り

と
し
て
反
対
の
意
見
書
を
市
に
提
出

さ
れ
ま
し
た
。

都
市
計
画
審
議
会
で
は
、
こ
の
意

見
書
を
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
う
か
、

意
見
の
分
か
れ
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、

よ
り
慎
重
な
手
続
き
を
期
す
る
た
め
、

再
度
説
明
会
を
開
い
た
も
の
で
す
。

計
画
改
定
作
業
は
今
回
の
説
明
会

を
踏
ま
え
、
近
く
開
か
れ
る
都
市
計

画
審
議
会
で
改
め
て
審
議
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

今
後
と
も
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
町
並
み
保
存
委
員
会
）

自
主
防
災
連
絡
会
は
８
月
９
日
、

救
命
方
法
を
学
ぶ
と
と
も
に
非
常
食

を
実
際
に
試
食
す
る
体
験
講
習
会
を

開
催
し
ま
す
。

救
命
講
習
会
は
午
後
２
時
半
か
ら

志
津
南
小
学
校
体
育
館
で
、
非
常
食

体
験
は
午
後
６
時
か
ら
志
津
南
市
民

セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。

こ
の
日
は
地
域
協
働
合
校
の
宿
泊

体
験
と
共
催
で
オ
ー
プ
ン
参
加
を
計

画
し
ま
し
た
。
住
民
み
な
さ
ん
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

第

11
回
志
津
南
ふ
れ
あ
い
夏
ま

つ
り
は
７
月

26
日
（
土
）

10
時
か

ら
若
草
中
央
公
園
と
シ
ョ
ッ
プ
・
モ
ー

ル
若
草
周
辺
で
開
催
し
ま
す
。

計
画
で
は
午
前
10
時
か
ら
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
を
中
心
に
、
午
後
１
時

か
ら
地
域
内
の
啓
発
パ
レ
ー
ド
、
午

後
５
時
か
ら
模
擬
店
は
じ
め
、
フ
ァ

ン
ク
系
ブ
ラ
ス
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
や
フ
ォ
ー

ク
ソ
ン
グ
と
懐
メ
ロ
の
夕
べ
で
夜
の

部
を
ス
タ
ー
ト
、
園
児
の
遊
戯
や
六

地
蔵
江
州
音
頭
同
好
会
の
音
頭
に
の
っ

て
子
ど
も
と
大
人
が
一
体
と
な
っ
て

の
盆
踊
り
、
最
後
に
恒
例
の
お
楽
し

み
抽
選
会
を
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。
地
域
の
み
な
さ
ん
多
数
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
模
擬
店
チ
ケ
ッ
ト
の
申
し

込
み
を
忘
れ
た
方
や
追
加
購
入
し
た

い
方
は
７
月

18
日
か
ら

22
日
ま
で

の
５
日
間
、
志
津
南
市
民
セ
ン
タ
ー

で
チ
ケ
ッ
ト
販
売
を
い
た
し
ま
す
。

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
の
間

に
ご
購
入
く
だ
さ
い
。

（
夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会
）
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地
区
計
画
で
再
度
説
明
会

一
層
の
理
解
と
協
力
求
め
る

夏
ま
つ
り
、
今
月
26
日
に

救
命
講
習
と

非
常
食
体
験

志
津
南
自
治
連
合
会
は
か
ね
て

か
ら
地
域
内
の
交
通
事
故
防
止
を

図
る
た
め
各
町
内
の
協
力
を
得
な

が
ら
、
市
に
危
険
個
所
の
チ
ェ
ッ

ク
や
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
設
置
を
要

望
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
平
成
19
年
度
に
志

津
南
小
学
校
近
く
の
十
字
路
に
２

個
、
今
年
度
に
は
若
草
東
公
園
前

（
若
草
３
丁
目
側
）
＝
写
真
＝
に

１
個
が
新
し
く
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

い
ず
れ
も
通
園
、
通
学
経
路
に

あ
た
り
、
見
通
し
が
よ
く
な
い
場

所
で
こ
れ
ま
で
に
大
き
な
事
故
も

発
生
し
い
ま
す
。
設
置
に
よ
り
見

通
し
は
改
善
さ
れ
ま
し
た
が
、
ド

ラ
イ
バ
ー
の
み
な
さ
ん
は
今
後
と

も
安
全
運
転
を
心
が
け
て
く
だ
さ

い
。

２
カ
所
に
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー



第

11
回
草
津
市
民
ス
ポ
ー
ツ
レ

ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
祭
が
６
月
８
日
、

草
津
市
立
野
村
運
動
公
園
市
民
体
育

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
前
日
の
激

し
い
雨
に
よ
り
グ
ラ
ウ
ン
ド
コ
ン
デ

シ
ョ
ン
不
良
の
た
め
、
体
育
館
で
の

学
区
対
抗
種
目
の
み
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
。

志
津
南
地
区
か
ら
は
ワ
ン
・
ツ
ー
・

シ
ュ
ー
ト
競
技
に
２
チ
ー
ム
、
大
縄

跳
び
競
技
に
１
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま

し
た
。

ワ
ン
・
ツ
ー
・
シ
ュ
ー
ト
に
出
場

し
た
若
草
８
丁
目
チ
ー
ム
は
素
晴
ら

し
い
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
接
戦
を
競
り

勝
ち
、
見
事
に
３
位
に
輝
き
ま
し
た
。

チ
ー
ム
全
員
が
ワ
ン
・
ツ
ー
・
シ
ュ
ー

ト
の
か
け
声
と
と
も
に
心
を
一
つ
に

し
て
頑
張
っ
た
結
果
が
、
ト
ロ
フ
ィ

―
獲
得
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

ま
た
大
縄
跳
び
に
は
子
ど
も
会
チ
ー

ム
「
南
風
ジ
ャ
ン
プ
ロ
ー
ブ
」
が
出

場
、
縄
の
回
し
手
と
跳
ぶ
子
ど
も
た

ち
の
息
も
ピ
ッ
タ
リ
合
っ
た
素
晴
ら

し
い
跳
躍
は
感
動
的
で
し
た
。

ワ
ン
・
ツ
ー
・
シ
ュ
ー
ト
の
３
位

表
彰
状
と
ト
ロ
フ
ィ
―
は
志
津
南
市

民
セ
ン
タ
ー
の
廊
下
に
飾
っ
て
い
ま

す
の
で
、
お
立
ち
寄
り
の
際
に
ご
覧

下
さ
い
。

今
回
ご
協
力
い
た
だ
い
た
地
域
の

み
な
さ
ん
、
参
加
チ
ー
ム
の
み
な
さ

ん
、
楽
し
い
一
日
を
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

（
体
育
振
興
会
）

う
っ
と
う
し
い
梅
雨
空
の
中
、
第

２
回
志
津
南
地
区
町
内
対
抗
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
６
月

22
日
、
志

津
南
小
体
育
館
で
開
催
さ
れ
、
２
６

０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
年
は
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
と
デ
ィ
ス

コ
ン
の
２
種
目
を
取
り
上
げ
、
高
齢

者
か
ら
若
夫
婦
、
子
ど
も
た
ち
と
幅

広
い
年
齢
層
が
参
加
、
楽
し
い
一
日

を
過
ご
し
ま
し
た
。

初
め
て
の
方
も
多
か
っ
た
よ
う
で

す
が
、
試
合
が
進
む
に
つ
れ
、
ウ
デ

を
上
げ
、
応
援
に
も
熱
が

入
り
熱
気
あ
ふ
れ
る
大
会

と
な
り
ま
し
た
。
特
に
ビ
ー

チ
ボ
ー
ル
で
は
砂
浜
で
は

な
か
っ
た
も
の
の
、
厳
し

い
ル
ー
ル
の
中
で
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
同
様
、
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
、
最
後
ま
で

白
熱
し
た
ゲ
ー
ム
を
展
開

し
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
通
り
で
す
。

▽
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル

優

勝

若
草
７
丁
目

準
優
勝

若
草
２
丁
目

３

位

若
草
３
丁
目

▽
デ
ィ
ス
コ
ン
（
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
）

優

勝

若
草
６
丁
目

準
優
勝

若
草
５
丁
目

３

位

若
草
８
丁
目

▽
デ
ィ
ス
コ
ン
（
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
）

優

勝

若
草
７
丁
目

準
優
勝

若
草
１
丁
目

３

位

若
草
３
丁
目

（
体
育
振
興
会
）

志
津
南
市
民
セ
ン
タ
ー
で
は
次
の

講
座
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◆
環
境
講
座

日

時

８
月
６
日
（
水
）
午
前
８

時
半
〜
午
後
５
時
。

テ
ー
マ

地
球
環
境
に
や
さ
し
い
エ

ネ
ル
ギ
ー
。

見
学
先

大
阪
ガ
ス
泉
北
製
造
所
ガ

ス
科
学
館
、
Ａ
Ｔ
Ｃ
グ
リ

ー
ン
エ
コ
プ
ラ
ザ
。

定

員

30
人
（
多
数
の
時
は
抽

選
）

参
加
費

千
円
。

申

込

７
月

30
日
ま
で
に
参
加

費
を
添
え
て
セ
ン
タ
ー
へ
。

◆
南
っ
子
宿
泊
体
験

主

催

地
域
協
働
合
校

実
施
日

８
月
９
日
〜
10
日
（
土
・

日
）
の
２
日
間
。

内

容

京
都
防
災
セ
ン
タ
ー
で
強

風
、
地
震
体
験
と
市
民
セ

ン
タ
ー
で
の
避
難
所
体
験

宿
泊
、
救
命
訓
練
。

対

象

小
学
４
〜
６
年
生

20
人

程
度
。

参
加
費

千
円
程
度
。

申

込

７
月

19
日
ま
で
に
市
民

セ
ン
タ
ー
へ

※
別
途
、
事
前
説
明
会
を
行
い
ま
す
。
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ワ
ン
・
ツ
ー
で
３
位
に

白
熱
し
た
Ｎ
ス
ポ
ー
ツ
大
会

志
津
南
が
市
ス
ポ
レ
ク
祭

善戦する若草８丁目チーム

志
津
南
公
民
館
は
６
月
28
日
、

「
お
い
し
い
朝
ご
は
ん
」
を
テ
ー

マ
に
第
１
回
家
庭
教
育
支
援
講
座

を
開
催
し
ま
し
た
。
＝
写
真
＝

小
学
生
と
そ
の
保
護
者
を
対
象

に
し
た
も
の
で
、
親
子
で
朝
ご
は

ん
料
理
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

こ
の
日
は
地
元
の
健
康
推
進
員

さ
ん
か
ら
、
一
日
の
ス
タ
ー
ト
で

あ
る
朝
食
の
大
切
さ
に
つ
い
て
、

話
を
聞
い
た
あ
と
、
参
加
し
た
親

子
15
人
が
エ
プ
ロ
ン
姿
で
調
理
開

始
。
お
父
さ
ん
も
な
れ
な
い
手
つ

き
で
、
小
松
菜
を
切
っ
た
り
、
炒

め
た
り
し
ま
し
た
。

全
員
で
試
食
し
た
メ
ニ
ュ
ー
の

中
で
も
特
に
ニ
ン
ジ
ン
の
サ
ラ
ダ

が
好
評
で
「
お
い
し
か
っ
た
。
家

で
も
作
り
た
い
」
「
普
段
、
ゆ
っ

く
り
親
子
で
料
理
す
る
こ
と
が
な

か
っ
た
の
で
、
子
ど
も
た
ち
が
思
っ

て
い
る
以
上
に
い
ろ
ん
な
こ
と
が

で
き
る
の
に
驚
い
た
。
楽
し
か
っ

た
で
す
」
と
大
変
好
評
で
し
た
。

親
子
で
朝
ご
は
ん
づ
く
り

熱戦が繰り広げられたビーチボール

受
講
生
募
集

デ
ィ
ス
コ
ン
は
静
か
な
戦
い



志
津
南
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
が

こ
の
ほ
ど
新
し
く
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
サ
ー
ク
ル
（
奥
田
隆
三
代
表
）
を

発
足
さ
せ
、
そ
の
第
１
回
大
会
を
６

月

13
日
に
若
草
中
央
公
園
で
開
催

し
ま
し
た
。

梅
雨
の
最
中
と
は
思
え
な
い
青
空

に
恵
ま
れ
、
午
前
８
時

30
分
か
ら

始
ま
っ
た
大
会
に
は

37
人
も
の
多

数
が
参
加
し
ま
し
た
。

上
田
恒
章
社
協
会
長
の
開
会
あ
い

さ
つ
の
あ
と
、
８
ホ
ー
ル
２
回
戦
で

競
技
を
行
い
ま
し
た
。
草
が
伸
び
放

題
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン

に
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
、
一
喜
一
憂
、

心
地
よ
い
汗
を
掻
き
、
事
故
も
な
く

無
事
終
了
し
ま
し
た
。

成
績
発
表
（
１
位
か
ら
５
位
ま
で

と
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
）
の
あ
と
、
場

所
を
別
に
移
動
し
て
参
加
者
が
コ
ー

ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら
、
い
つ
も
と
違
っ

た
顔
ぶ
れ
な
が
ら
会
話
を
楽
し
み
ま

し
た
。

サ
ー
ク
ル
は
、
毎
月
第
２
、
第
３
、

第
４
金
曜
日
に
実
施
し
ま
す
。
誰
で

も
い
つ
で
も
参
加
で
き
る
サ
ー
ク
ル

で
す
の
で
一
度
の
ぞ
い
て
下
さ
い
。

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
社
会
福
祉
協
議
会
）

志
津
南
地
区
社
協
は
６
月

21
日
、

今
年
度
最
初
の
若
草
サ
ロ
ン
を
町
内

の
喫
茶
ト
ム
ソ
ー
ヤ
で
開
き
ま
し
た
。

サ
ロ
ン
に
は
地
域
の
高
齢
者
を
中
心

に

32
人
が
参
加
、
笑
い
声
が
絶
え

な
い
楽
し
い
２
時
間
を
過
ご
し
ま
し

た
。当

日
は
、
各
町
の
福
祉
協
力
員
の

方
々
が
接
待
に
当
た
り
ま
し
た
が
、

休
憩
時
間
も
な
く
、
参
加
者
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
な
い
状
況

で
し
た
。

サ
ロ
ン
開
催
に
つ
い
て
は
、
志
津

南
ニ
ュ
ー
ス
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
放
送
で
案

内
し
ま
し
た
が
、
住
民
み
な
さ
ん
に

伝
わ
ら
ず
、
結
局
は
口
コ
ミ
に
と
ど

ま
っ
た
ほ
か
「
気
軽
に
話
し
が
出

来
た
が
、
人
数
が
多
く
少
し
窮
屈
だ
っ

た
」
と
の
声
も
聞
か
れ
、
課
題
と
な

り
ま
し
た
。

今
後
６
回
の
開
催
を
予
定
し
て
い

ま
す
が
、
今
回
の
反
省
を
ふ
ま
え
、

改
善
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

夏
ま
つ
り
の
翌
日
、

27
日
の
日

曜
日
午
前
８
時
か
ら
若
草
中
央
公
園

周
辺
の
清
掃
活
動
を
行
い
ま
す
。

毎
年
、
夏
ま
つ
り
の
あ
と
は
、
ご

み
が
た
く
さ
ん
散
乱
し
て
い
て
、
掃

除
が
た
い
へ
ん
で
す
。

み
ん
な
で
、
ご
み
を
拾
っ
て
公
園

を
き
れ
い
に
し
ま
し
ょ
う
。

参
加
し
く
れ
た
子
ど
も
た
ち
に
は

も
れ
な
く
、
お
み
や
げ
を
準
備
し
て

い
ま
す
。
日
時
そ
の
他
は
次
の
通
り

で
す
。

▽
日

時

７
月

27
日
（
日
）
午

前
８
時
か
ら
10
時
頃
ま
で

▽
集

合

若
草
中
央
公
園

▽
持
ち
物

水
筒
・
軍
手

志
津
南
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
今
年
も

夏
休
み
期
間
中
、
次
の
要
領
で
ラ
ジ

オ
体
操
を
実
施
し
ま
す
。
ふ
る
っ
て

ご
参
加
下
さ
い
。

公
園
ま
で
の
往
復
に
は
保
護
者
の

方
が
安
全
確
保
に
配
慮
し
て
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
特
に
未
就

学
児
に
つ
き
ま
し
て
は
よ
り
一
層
の

配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇

▽
日

時

前
半
は
７
月

22
日

（
火
）
か
ら
８
月
１
日
（
金
）
で

（
土
日
は
休
）
、
後
半
は
８
月

25
日
（
月
）
か
ら

８
月

29
日

（
金
）

▽
時

間

午
前
７
時
30
分

▽
場

所

若
草
１
・
２
丁
目
・
追

分
ユ
ー
ト
ピ
ア
は
若
草
東
公
園
、

若
草
３
・
４
・
５
丁
目
は
若
草
中

央
公
園
、
若
草
６
・
７
・
８
丁
目

は
若
草
西
公
園
、
グ
リ
ー
ン
ピ
ア

は
、
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
団
地
内
公
園
、

岡
本
町
西
は
、
岡
本
西
団
地
内
公

園

子
ど
も
会
の
み
ん
な
が
５
月
６
日

に
岡
本
町
の
田
ん
ぼ
に
植
え
た
苗
が

順
調
に
育
っ
て
い
ま
す
。
＝
写
真
＝

写
真
は
６
月

28
日
に
撮
影
し
た

も
の
で
す
が
、
苗
の
背
丈
は
、

40

㌢
ぐ
ら
い
ま
で
育
ち
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
が
植
え
た
た
め
、
密

集
し
て
い
る
と
こ
ろ
や
隙
間
が
大
き

い
と
こ
ろ
な
ど
バ
ラ
バ
ラ
で
、
機
械

で
植
え
て
い
な
い
こ
と
が
、
一
目
瞭

然
で
す
。
ま
た
農
家
の
方
に
日
常
の

お
世
話
は
お
願
い
し
て
い
ま
す
が
、

こ
の
ほ
ど
、
も
み
殻
を
田
ん
ぼ
に
ま

い
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
も
み
殻
を

ま
く
と
、
も
み
殻
か
ら
油
が
し
み
出

し
、
雑
草
が
生
え
に
く
く
な
る
そ
う

で
す
。

こ
の
ま
ま
順
調
に
育
ち
、
秋
に
た

く
さ
ん
収
穫
で
き
る
と
い
い
で
す
ね
。
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□7月16日(水)
☆古今東西『信楽』
9：00～12：30

□7月23日(水)
★やすらぎ学級
13：30～17：00

□7月26日(土)
★志津南ふれあい夏まつり
若草中央公園周辺
10：00～21：00

□8月1日(金)
★定例健康相談日

9:30～12:00 市健康推進課
★ふれあい昼食会
12:00～13:00

ボランティア泉
□8月6日（水）
☆環境講座（館外）
大阪ガス泉北製造所ガス科
学館ほか
8：30～17：00

□8月9日（土）～8月10（日）
★南っ子宿泊体験2008
※9日は防災体験

◇若寿会：
・健康ウォーキングは

毎月第１・第３土曜日
・奉仕作業は

毎月第４土曜日
ともに8:45若草中央公園集合

◇地域サロン：懐メロを歌う会
毎月第２・第４火曜日
10:00～11:30 市民センター

★印の会場は志津南市民センター
（公民館）です。

社
協
Ｇ
ゴ
ル
フ
サ
ー
ク
ル
発
足

若
草
サ
ロ
ン
に
32
人
が
参
加

夏
ま
つ
り
後
に
清
掃

ラ
ジ
オ
体
操
に
行
こ
う
！

子
ど
も
の
苗
、
順
調
に
成
長

グラウンドゴルフを楽しむ会員

親睦を図る参加者



志
津
南
市
民
セ
ン
タ
ー
（
公
民
館
）

は
７
月
１
日
、
同
館
サ
ロ
ン
に
コ
イ

ン
コ
ピ
ー
機
を
設
置
し
ま
し
た
。

料
金
は
１
枚

10
円
。
白
黒
、
両

面
コ
ピ
ー
も
可
能
で
、
領
収
書
（
レ

シ
ー
ト
）
も
発
行
さ
れ
ま
す
。

硬
貨
の
ほ
か
千
円
札
も
使
用
で
き

ま
す
。
ご
利
用
下
さ
い
。

第５９号 わが町｢志津南｣ＮＥＷＳ 平成２０年７月１５日 ( 4 )

昔
か
ら
女
性
の
ワ
ザ
と
し
て
受
け

継
が
れ
て
き
た
刺
繍
（
し
し
ゅ
う
）
。

壁
掛
け
、
テ
ー
ブ
ル
小
物
、
衣
装
、

絨
毯
（
じ
ゅ
う
た
ん
）
―
。
そ
の

繊
細
で
彩
り
豊
か
な
品
々
は
世
界
の

国
々
で
生
活
の
場
に
潤
い
を
与
え
続

け
て
き
た
。

刺
繍
と
い
え
ば
、
地
布
に
細
い
色

糸
を
通
し
て
模
様
を
描
き
上
げ
る
細

か
い
手
仕
事
、
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が

強
い
。
若
い
こ
ろ
に
趣
味
と
し
て
楽

し
ん
だ
人
も
多
い
こ
と
だ
ろ
う
。

ポ
ル
ト
ガ
ル
刺
繍
は
ち
ょ
っ
と
違

う
。
細
い
刺
繍
糸
で
は
な
く
毛
糸
を

使
う
。
だ
か
ら
厚
み
が
あ
り
、
な
ん

と
な
く
絨
毯
っ
ぽ
い
。

そ
れ
も
そ
の
は
ず
、

ポ
ル
ト
ガ
ル
刺
繍
は

７
世
紀
に
イ
ス
ラ
ム

の
遊
牧
民
に
よ
っ
て
イ
ベ
リ
ア
半
島

に
持
ち
込
ま
れ
た
絨
毯
刺
繍
が
源
流

だ
か
ら
だ
。

当
初
は
貴
族
の
館
や
宮
殿
の
壁
を

飾
っ
た
こ
れ
ら
の
絨
毯
刺
繍
は
、
そ

の
後
庶
民
の
間
に
も
家
庭
用
装
飾
と

し
て
広
ま
っ
て
い
っ
た
。
ポ
ル
ト
ガ

ル
刺
繍
は
ス
テ
ッ
チ
の
種
類
が
多
く
、

花
び
ん
敷
き
か
ら
カ
ー
ペ
ッ
ト
ま
で

作
れ
る
幅
の
広
さ
が
特
徴
だ
そ
う
だ
。

こ
の
愛
好

会
が
誕
生
し

た
の
は
昨
年

10
月
の
こ
と
。

市
の
生
涯
学

習
事
業
の
一
環
と
し
て
、
志
津
南
市

民
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
た
講
座
が
き
っ

か
け
と
な
っ
た
。
講
座
終
了
後
、
も
っ

と
や
り
た
い
と
い
う
人
た
ち
が
講
師

だ
っ
た
青
山
在
住
の
老
邑
智
子
さ
ん

（
47
）
に
お
願
い
し
て
教
室
と
し
て

ス
タ
ー
ト
し
た
。

６
月
の
あ
る
日
、
教
室
を
の
ぞ
い

た
。
６
人
の
女
性
が
型
紙
を
見
な
が

ら
、
思
い
思
い
の
作
品
づ
く
り
に
精

を
出
し
て
い
た
。

大
き
さ
も
色
合
い
も
さ
ま
ざ
ま
だ
。

時
お
り
、
老
邑
さ
ん
が
見
て
回
り
、

質
問
に
応
じ
た
り
、
注
意
を
与
え
て

い
る
。
年
配
者
が
ほ
と
ん
ど
で
、
静

か
に
下
絵
を
描
き
、
針
を
運
ん
で
い

る
。座

布
団
ぐ
ら
い
の
大
き
さ
の
作
品

に
取
り
組
ん
で
い
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
刺

繍
は
初
め
て
と

い
う
谷
口
美
哉

子
さ
ん
（
68
）

＝
若
草
７
丁
目

＝
は
「
若
い
頃
、

趣
味
で
フ
ラ
ン

ス
刺
繍
を
し
て

い
た
が
、
年
を

と
る
と
無
理
。

そ
の
点
、
ポ

ル
ト
ガ
ル
刺

繍
は
毛
糸
を
使
う
の
で
目
が
ら
く
。

こ
れ
ま
で
に
６
点
ぐ
ら
い
作
っ
た
。

今
作
っ
て
い
る
シ
ー
ト
は
、
主
人
か

ら
自
分
の
も
作
っ
て
く
れ
と
頼
ま
れ

た
も
の
」
と
笑
っ
た
。

講
師
の
老
邑
さ
ん
は
「
ポ
ル
ト
ガ

ル
刺
繍
は
毛
糸
を
使
う
の
で
目
に
や

さ
し
い
。
ま
た
毛
糸
の
と
じ
針
、
ハ

サ
ミ
が
あ
れ
ば
十
分
で
道
具
が
少
い

し
、
家
に
残
っ
た
毛
糸
も
使
え
る
。

だ
か
ら
好
き
な
時
に
引
っ
張
り
出
し
、

い
つ
で
も
や
め
ら
れ
る
。
こ
ま
切
れ

時
間
の
多
い
主
婦
向
き
」
と
笑
う
。

さ
ら
に
「
裏
が
き
れ
い
に
仕
上
が
る

か
ら
、
面
倒
な
裏
作
業
が
不
要
。
か
っ

ち
り
し
て
い
る
の
で
バ
ッ
グ
に
も
使

え
る
」
と
長
所
を
挙
げ
る
。

会
員
名
簿
は
な
い
。
会
費
は
そ
の

都
度
払
う
。
来
た
い
時
に
来
て
、
や

め
る
時
の
連
絡
も
不
要
。

ま
こ
と
に
「
ゆ
る
や
か
な
サ
ー
ク

ル
」
で
あ
る
。

○
…
メ
モ
…
○

講

師

老
邑

智
子

会

員

８
人

活

動

第
２
・
第
４
金
曜
日

午
前
９
時
30
分
〜
同

11
時
30
分

場

所

志
津
南
市
民
セ
ン
タ
ー

受
講
料

１
回
７
０
０
円

※
希
望
者
は
活
動
日
に
直
接
お
越

し
く
だ
さ
い
。

毛
糸
の
質
感
が
魅
力

ポ
ル
ト
ガ
ル
刺
繍
愛
好
会

③

先
日
、
ト
イ
レ

に
入
っ
た
息
子
の

叫
び
声
を
聞
き
駆

け
つ
け
る
と
、
ト

イ
レ
の
床
に
小
さ

な
コ
ウ
モ
リ
が
倒
れ
て
い
ま
し
た
。

換
気
扇
の
穴
か
ら
入
っ
た
よ
う
で
す

が
、
若
草
に
住
ん
で
７
年
、
コ
ウ
モ

リ
に
悩
ま
さ
れ
続
け
て
い
ま
す
。

最
初
に
気
付

い
た
の
は
二
階

の
雨
戸
で
し
た
。

屋
根
に
鳥
の
糞
の
よ
う
な
物
が
落
ち

て
い
る
の
で
調
べ
て
み
る
と
、
雨
戸

の
間
を
コ
ウ
モ
リ
が
数
匹
寝
床
に
し

て
い
た
の
で
す
。
ほ
と
ん
ど
使
っ
て

い
な
か
っ
た
の
で
、
寝
床
に
し
て
い

た
よ
う
で
す
。

コ
ウ
モ
リ
は
う
る
さ
く
鳴
い
た
り

は
し
な
い
の
で
す
が
、
何
度
退
治
し

て
も
戻
っ
て
き
ま
す
。
結
局
、
二
階

の
雨
戸
は
全
て
取
り
外
し
ま
し
た
。

コ
ウ
モ
リ
も
集
団
と
な
る
と
糞
被
害

が
ひ
ど
く
悩
み
の
種
で
す
。

ま
た
玄
関
を
開
け
る
と
ツ
バ
メ
が

入
っ
て
き
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

私
が
子
ど
も
の
頃
は
家
の
軒
先
に
ツ

バ
メ
が
巣
を
つ
く
っ
て
い
ま
し
た
。

時
に
は
巣
か
ら
落
ち
た
ヒ
ナ
を
拾
っ

て
巣
に
戻
し
た
り
し
た
も
の
で
す
。

で
も
、
近
頃

は
鳥
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
な
ど
が

怖
い
の
で
、
子
ど
も
た
ち
に
は
手
で

触
っ
た
ら
ダ
メ
だ
よ
、
と
教
え
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

若
草
は
自
然
豊
か
な
町
で
す
。
ま

だ
ま
だ
コ
ウ
モ
リ
や
い
ろ
ん
な
鳥
が

た
く
さ
ん
い
ま
す
。
彼
ら
と
つ
か
ず

離
れ
ず
つ
き
あ
っ
て
い
く
に
は
ど
う

す
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
？

（
若
草
８
丁
目

Ｙ
）

コ
ウ
モ
リ

講師の手ほどきを受けながら刺繍を楽しむ会員

完
成
し
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
刺
繍
作
品

設
置
さ
れ
た
コ
イ
ン
コ
ピ
ー
機

セ
ン
タ
ー
に
コ
イ
ン
コ
ピ
ー
機


